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0.32 μm（320 nm）以上の紫外線は大気をほとんど吸収されずに地表へ到達する。
吸収されるのは 320 nm より短い紫外線（UV-B の一部と UV-C）である
UV-A、320–400 nm、ほぼ吸収されず地表へ到達
UV-B、280–320 nm、オゾンにより一部吸収される
UV-C、100–280 nm、ほぼ完全に吸収され地表に届かない

① 電離層ができる理由（ここは正しい）
高度 約 100 km 以上 では、酸素原子 O、酸素分子O2、窒素分子N2
が 波長 0.1 μm（100 nm）以下の紫外線やX線 を吸収し、
電子を失ってイオンになります。
これが 光電離（photoionization） であり、
その結果できるのが 電離層（D層・E層・F層） です。
②中間圏界面は大気で最も寒い（約 −90℃）
この高度では大気密度が非常に低く、
太陽放射の吸収も少なく、
放射冷却が強い
③温度が高くなるのは「熱圏（100 km 以上）
熱圏は電離・短波長放射吸収により 1000℃ 以上
熱圏では、
酸素・窒素が短波長紫外線やX線を吸収
そのエネルギーが熱運動に変わる
ため、温度が 1000℃ 以上 に達します
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雪の結晶は大きく 柱状（column） と 板状（plate） に分類できる
これは氷晶の成長の基本形として正しい
柱状か板状かを決める主因は「空気の過飽和度」ではない
主因は「温度」
過飽和度は形の複雑さや枝の伸び方に影響するが、基本形の決定要因ではない
‐２～-5℃　板状結晶（plate）
‐5～-10℃　柱状結晶（column）
‐12～-16℃　板状結晶（dendrite）
‐30℃付近　柱状結晶（needle）
過飽和度が高いほど、結晶の成長速度が速くなり、枝が伸びて複雑な形になります。
過飽和度が低い → シンプルな六角板
過飽和度が高い → 樹枝状（dendrite）に成長

あられは過冷却水滴が氷粒子に付着して成長する
あられは「氷晶が雪のように昇華で成長したもの」ではなく、「氷晶に過冷却水滴がぶつかって凍りついたもの」
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太陽放射強度は平均距離の2乗に反比例するので距離が1/2になると強度は4倍になる
(c)では距離が1.2倍なので強度は1/1.2^2になる
1-Aは反射・散乱されず入射する太陽放射量に相当し地球の1.2倍が惑星に入射する
惑星に入射する太陽放射量は地球に比べて(1/1.2^2)x1.2なので入射する太陽放射量は
地球の1/1.2倍となり放射平衡温度は地球の放射平衡温度より低くなる
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ENSO（エルニーニョ・南方振動）は、
熱帯太平洋で起こる “海洋と大気が一体
となった巨大な変動現象” で、
世界の天候に強い影響を与える最重要の
大気現象のひとつです。  
エルニーニョ・ラニーニャ現象と南方振動
（気圧変動）がセットになったものを指します
① 海洋側：エルニーニョ／ラニーニャ現象
エルニーニョ：太平洋赤道域東部（南米沖）の
海面水温が平年より高くなる
ラニーニャ：同じ海域で海面水温が平年より
低くなる
② 大気側：南方振動（SO）
インドネシア付近と南太平洋東部の 気圧が
シーソーのように変動
気圧差の変化により 貿易風（東風）の
強弱が変わる  
この 海面水温の変化 → 大気循環の変化
 → さらに海洋変化を強める  
という相互作用が ENSO の本質です
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水防法第10条第2項に明確に規定されており、国土交通大臣と気象庁長官が共同で行う指定河川洪水予報では、河川が氾濫した後は、
水位・流量に加えて「浸水区域」と「その水深」を示して通知・周知しなければならない とされています

水防法第10条第1項では、指定河川洪水予報を行う際に、次の事項を
あらかじめ定めることが義務づけられています。
①氾濫が発生した場合に浸水が想定される区域（浸水想定区域）
②その区域における浸水の深さ（浸水深）

水防法第11条第1項には、次の趣旨が規定されています。
国土交通大臣および気象庁長官が共同で行う洪水予報に関する通知を受けた都道府県知事は、
市町村長および水防管理者に対し、その内容を直ちに通知するよう努めなければならない。


